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看
護
医
療
専
門
学
校
が
小
林
市
に

で
き
る
と
知
り
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
若
い
人
が
増
え
ま
す

し
、
何
よ
り
、
看
護
師
を
志
す
西
諸
の

学
生
に
と
っ
て
も
、
そ
の
親
に
と
っ
て

も
、
と
て
も
い
い
環
境
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
開
校
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ

と
小
林
市
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｓ
さ
ん
・
細
野
）

　

看
護
医
療
専
門
学
校
の
設
置
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。
西

諸
地
域
の
看
護
師
不
足
に
対
応
で
き
る

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
で
の
優
勝

に
続
き
、
南
九
州
駅
伝
大
会
で

の
小
林
高
校
の
優
勝
と
、
ま
さ
に
駅
伝

の
ま
ち
小
林
の
復
活
を
感
じ
ま
し
た
。

２
月
10
日
の
高
校
新
人
駅
伝
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｋ
さ
ん
・
真
方
）

第
３
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
で
見
事
栄
冠
に
輝
き
、
あ
り

が
と
う
。
駅
伝
の
ま
ち
小
林
市
。
駅
伝

の
覇
者
小
林
ラ
ン
ナ
ー
。
こ
れ
で
駅
伝

の
ま
ち
と
証
明
さ
れ
、
実
証
さ
れ
た
わ

け
で
、
韋
駄
天
走
り
の
小
林
よ
、
復
活

お
め
で
と
う
。　　
（
Ｉ
Ｋ
さ
ん
・
東
麓
）

　

年
末
か
ら
２
月
に
か
け
て
は
、
駅
伝

に
関
す
る
明
る
い
話
題
が
多
か
っ
た
で

す
ね
。
今
月
号
に
も
、
駅
伝
に
関
す
る

話
題
が
豊
富
で
す
。
選
手
た
ち
の
頑
張

り
が
、
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
も
期
待
し
た

い
で
す
ね
。

●

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
、
本

当
に
す
て
き
で
す
ね
。
自
分
の

こ
と
を
思
い
出
す
と
、
ど
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
今
は
、
亡
き
父
母
に
聞

い
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
「
あ
り
が

と
う
」
と
伝
え
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｍ
さ
ん
・
東
麓
）

　

成
人
式
を
取
材
し
た
時
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
は
、
若
さ
が
あ
ふ
れ
て
い

て
、
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
は
10
年
以
上
前
の
こ
と
な
の

で
、
年
齢
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

●

元
気
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
い
つ

も
夜
ご
は
ん
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。知
恵
袋
も
必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。

成
人
式
の
記
事
が
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｍ
さ
ん
・
松
戸
市
）

　

元
気
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
食
生
活

改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、
季
節
の
食

材
を
考
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
も
の

で
す
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役

に
立
つ
情
報
満
載
で
お
届
け
し
ま
す
。

●

任
さ
れ
て
根
菜
づ
く
し
鍋
料
理　
　

小
林
合
歓
の
会　

山
本 

美
代
子

春
め
い
て
黄
色
き
花
が
活
気
呼
ぶ　
　
　
　

小
林
合
歓
の
会　

本
田 

澄
子

赤
旗
の
曲

き
ょ
っ
か
い解

虚
勢
の
毛
沢
東
尖
閣
に
土
足
で
入
り
蛆う

じ

た
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

真
方  

上
久
保 

年
治

来
年
も
咲
い
て
欲
し
い
と
君
子
蘭
せ
ま
き
玄
関
に
冬
越
し
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
短
歌
会　

木
佐
貫 

久
江

は
ず
む
声
で
た
の
し
く
語
る
園
児
ら
と
食
事
共
に
し
感
謝
み
な
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
短
歌
会　

元
日
田 

美
智
子

朝
一
に
霧
島
の
山
あ
お
ぎ
見
て
ふ
る
里
に
帰
り
何
を
な
す
べ
き
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野　

川
本 

四
郎

四
方
山
話

よ　

も　

や　

ま　

ト　

ー　

ク

①すくすく（3 歳未満）…お
子さんの写真に名前、ふりが
な、性別、誕生日、コメント（40
字以内）、住所、保護者名を添
えて送付ください。
※すぐには掲載できない場合
　があります。
②よもやまトーク…広報紙の
感想や最近思うこと。短歌や
俳句、イラストや写真など。
③疑問質問Ｑ＆Ａ…わからな
いことやちょっとした疑問、
気付いたことなど。
※いずれも氏名・住所・連絡
先を記入ください。左頁の広
報クイズにもレッツトライ !!
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８ ６８ ８ ０５ １
お手数ですが

50 円切手を

お貼り下さい

小林市役所 総務課
広報こばやし編集室　行

（広報こばやし№84　2013. ３月号）

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

クイズの答

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　広報クイズ
総務課  ℡ 2 3 - 0 2 2 0

問題：自分と大切な人の笑顔のために
　　　さあ、行きましょう、○○検診に。
　　◆ヒント：７ページ
　クイズの答・今月号で興味を持ったコーナー３つ・住
所・氏名・電話番号を明記して応募してください。今月は、
抽選で５人に図書カードをプレゼント。

【締切】３月 22 日（金曜）〔当日消印有効〕
　応募は一人１枚まで。広報こばやし２月号のクイズの答え
は「看護」でした。26 人から応募があり 26 人が正解。厳正な
抽選の結果、正解者の中から５人に景品を贈りました。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市総務課広報
FAX：２２－４１７７　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

人口
男
女

世帯数 １９，７７９世帯
平成 25 年２月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（平成 22 年 10 月 1 日現在に実際に居住している人

口）を元に、その後の転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４７，６５４人
２２，２２１人
２５，４３３人

（－５、+ ８７）

（－２１、－２４５）
（＋２、－７８）

（－２３、－１６７）

　人のうごき（小林市の人口）
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環
霧
島
探
訪

◆
肥
薩
線
の
世
界
遺
産
登
録
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
本
格
始
動

　
「
肥
薩
線
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
協
議
会
」

（
湧
水
町
、
え
び
の
市
、
人
吉
市
を
発

起
人
と
し
て
14
市
町
村
で
構
成
）
は
、

昨
年
４
月
、
人
吉
市
役
所
内
に
肥
薩
線

世
界
遺
産
推
進
室
を
設
置
。
肥
薩
線
を

世
界
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
の
鉄
道
関

連
施
設
の
調
査
や
蒸
気
機
関
車
Ｄ
51
の

復
活
運
行
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
的
に
始
動
し
ま

し
た
。

　

肥
薩
線
は
１
９
０
９
年（
明
治
42
年
）

に
全
線
開
通
。
険
し
い
地
形
を
克
服
す

る
た
め
に
数
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、

暗あ
ん
き
ょ渠

が
建
設
さ
れ
、
日
本
初
と
な
る

ル
ー
プ
線
と
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
併
用

し
た
線
路
が
敷
設
さ
れ
る
な
ど
、
当
時

の
日
本
で
最
高
の
鉄
道
・
土
木
技
術
を

駆
使
し
て
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も

数
多
く
の
鉄
道
関
連
施
設
が
建
設
当
時

の
姿
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

鉄
道
史
の
中
で
も
歴
史
的
文
化
的
に
貴

重
な
遺
産
で
す
。

　

肥
薩
線
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
協
議
会
で

は
、
現
在
、
肥
薩
線
に
あ
る
木
造
駅
舎

や
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
暗
渠
な
ど
の
鉄
道

関
連
施
設
に
つ
い
て
の
現
地
確
認
や
、

明
治
以
降
の
肥
薩
線
に
関
す
る
文
献
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
10
年
以
内
の

世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
目
標

に
事
業
を
進
め
ま
す
。

このコーナーでは読者の皆さ
んからのお便りや投稿をお待
ちしています。ハガキ、ＦＡＸ、
Ｅメールなどふるってご参加
ください。

よ　も　や　ま　ト　ー　ク

四方山話

▲瀬久谷川暗渠（幅 4.58m，長さ 38.6 ｍ：湧水町般若寺地区）

▲大畑駅のスイッチバック構造の線路


